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(54)【発明の名称】 内視鏡画像取得方法および装置

(57)【要約】
【課題】  内視鏡画像取得方法および装置において、光
の照射により生体組織によって反射された正反射光の影
響を正確に除去した画像を取得する。
【解決手段】  光源１００から射出され内視鏡ユニット
２００を経由して伝搬された光の照射を受けた生体組織
１によって反射された反射光を内視鏡ユニット２００に
よって撮像し、さらに２次元画像データに変換して演算
ユニット４００に記憶し、演算ユニット４００において
この２次元画像データを演算して反射画像を取得するに
あたり、前記２次元画像データにローパスフィルタ処理
を施して反射画像を取得する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  光の照射を受けた生体組織によって反射
された前記光の反射光に基づいて反射画像を取得する内
視鏡画像取得方法であって、
前記反射光を検出して得た画像にローパスフィルタ処理
を施して前記反射画像を取得することを特徴とする内視
鏡画像取得方法。
【請求項２】  光の照射を受けた生体組織によって反射
された前記光の反射光に基づいて反射画像を取得する内
視鏡画像取得方法であって、
前記反射光を検出して得た画像に微分フィルタ処理を施
して該画像の中の前記光の正反射光を表す正反射画像領
域を特定し、該正反射画像領域内の画像値を該正反射画
像領域の周辺の画像値に基づいて決定した修正値に置き
換えて前記反射画像を取得することを特徴とする内視鏡
画像取得方法。
【請求項３】  光の照射を受けた生体組織によって反射
された前記光の反射光に基づいて反射画像を取得する内
視鏡画像取得方法であって、
前記光の照射を２つの互いに異なる位置からそれぞれ異
なるタイミングで行い、前記２つの光の照射を受けた前
記生体組織によって反射された前記２つの光の反射光を
それぞれ画像として検出し、この検出した２つの画像の
差を求めることにより各画像中の前記光の正反射光を表
す正反射画像領域を特定し、各画像の前記正反射画像領
域内の画像値をそれぞれその正反射画像領域の周辺の画
像値に基づいて決定した修正値に置き換え、該置き換え
られた２つの画像を加算することによって前記反射画像
を取得することを特徴とする内視鏡画像取得方法。
【請求項４】  光の照射を受けた生体組織によって反射
された前記光の反射光に基づいて反射画像を取得する内
視鏡画像取得方法であって、
前記光の照射を２つの互いに異なる位置からそれぞれ異
なるタイミングで行い、前記２つの光の照射を受けた前
記生体組織によって反射された前記２つの光の反射光を
それぞれ画像として検出し、この検出した２つの画像に
それぞれローパスフィルタ処理を施し、該ローパスフィ
ルタ処理が施された２つの画像を加算することにより前
記反射画像を取得することを特徴とする内視鏡画像取得
方法。
【請求項５】  生体組織に光を照射する照射手段と、前
記光の照射を受けた生体組織によって反射された前記光
の反射光を画像として検出する検出手段と、前記画像に
基づいて反射画像を取得する画像取得手段とを備えた内
視鏡画像取得装置であって、
前記画像取得手段が、前記反射光を検出して得た画像に
ローパスフィルタ処理を施すことによって反射画像を取
得するものであることを特徴とする内視鏡画像取得装
置。
【請求項６】  前記ローパスフィルタ処理が１次元のロ
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ーパスフィルタ処理を行うものであることを特徴とする
請求項５記載の内視鏡画像取得装置。
【請求項７】  前記ローパスフィルタ処理が２次元のロ
ーパスフィルタ処理を行うものであることを特徴とする
請求項５記載の内視鏡画像取得装置。
【請求項８】  生体組織に光を照射する照射手段と、前
記光の照射を受けた生体組織によって反射された前記光
の反射光を画像として検出する検出手段と、前記画像に
基づいて反射画像を取得する画像取得手段とを備えた内
視鏡画像取得装置であって、
前記画像取得手段が、前記反射光を検出して得た画像に
微分フィルタ処理を施して該画像中の前記光の正反射光
を表す正反射画像領域を特定し、該正反射画像領域内の
画像値を該正反射画像領域の周辺の画像値に基づいて決
定した修正値に置き換えて前記反射画像を取得するもの
であることを特徴とする内視鏡画像取得装置。
【請求項９】  前記微分フィルタ処理が１次元の微分フ
ィルタ処理を行うものであることを特徴とする請求項８
記載の内視鏡画像取得装置。
【請求項１０】  前記微分フィルタ処理が２次元の微分
フィルタ処理を行うものであることを特徴とする請求項
８記載の内視鏡画像取得装置。
【請求項１１】  生体組織に光を照射する照射手段と、
前記光の照射を受けた生体組織によって反射された前記
光の反射光を画像として検出する検出手段と、前記画像
に基づいて反射画像を取得する画像取得手段とを備えた
内視鏡画像取得装置であって、
前記照射手段が、前記生体組織に対して互いに異なる位
置からそれぞれ異なるタイミングで２つの光を照射する
ものであり、
前記検出手段が、前記２つの光の照射を受けた前記生体
組織によって反射された前記２つの光の反射光をそれぞ
れの画像として検出するものであり、
前記画像取得手段が、前記検出された２つの画像の差を
求めることにより、各画像中の前記光の正反射光を表す
正反射画像領域を特定し、各画像の前記正反射画像領域
内の画像値をそれぞれその周辺の正反射画像領域の周辺
の画像値に基づいて決定した修正値に置き換え、該置き
換えられた２つの画像を加算することによって前記反射
画像を取得するものであることを特徴とする内視鏡画像
取得装置。
【請求項１２】  生体組織に光を照射する照射手段と、
前記光の照射を受けた生体組織によって反射された前記
光の反射光を画像として検出する検出手段と、前記画像
に基づいて反射画像を取得する画像取得手段とを備えた
内視鏡画像取得装置であって、
前記照射手段が、前記生体組織に対して互いに異なる位
置からそれぞれ異なるタイミングで２つの光を照射する
ものであり、
前記検出手段が、前記２つの光の照射を受けた前記生体
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組織によって反射された前記２つの光の反射光をそれぞ
れの画像として検出するものであり、
前記画像取得手段が、前記検出された２つの画像にそれ
ぞれローパスフィルタ処理を施し、該ローパスフィルタ
処理が施された２つの画像を加算することによって前記
反射画像を取得するものであることを特徴とする内視鏡
画像取得装置。
【請求項１３】  前記生体組織に、励起光を照射する励
起光照射手段と該励起光の照射を受けた生体組織から発
生した蛍光を画像として検出する蛍光画像検出手段とを
さらに備え、
前記画像取得手段が、前記蛍光画像と前記反射画像との
比率に基づき蛍光収率画像を取得するものであることを
特徴とする請求項５から１２いずれか１項記載の内視鏡
画像取得装置。
【請求項１４】  前記反射画像が、前記励起光の反射光
によって形成されたものであることを特徴とする請求項
１３記載の内視鏡画像取得装置。
【請求項１５】  前記反射画像が、前記照射手段によっ
て照射された近赤外光の反射光によって形成されたもの
であることを特徴とする請求項１３記載の内視鏡画像取
得装置。
【請求項１６】 前記反射画像が、前記照射手段によっ
て照射された赤色の波長領域の反射光によって形成され
たものであることを特徴とする請求項１３記載の内視鏡
画像取得装置。
【請求項１７】 前記反射画像が、前記照射手段によっ
て照射された前記光の反射光に基づいて生成された輝度
信号によって形成されたものであることを特徴とする請
求項１３記載の内視鏡画像取得装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、光を照射すること
により生体組織によって反射された反射光に基づき前記
生体組織の画像を取得する内視鏡画像取得方法および装
置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来より、体腔内の生体組織を観察する
内視鏡が広く用いられており、照明光が照射された体腔
内の生体組織をＣＣＤ等の撮像素子によって画像として
撮像し、この画像をＴＶモニタ上で観察する電子式の内
視鏡が広く実用化されている。また、体腔内の生体組織
に励起光を照射し、この励起光の照射により生体組織か
ら発生した蛍光の強度と生体組織が受光した前記励起光
の強度との比率に基づき蛍光収率を表す画像を得、可視
画像として表示することにより生体の組織性状を観察す
る内視鏡装置も提案されている。
【０００３】なお、蛍光収率は、同一強度の励起光が生
体の正常組織および癌組織によって受光された場合に正
常組織から発生する蛍光の強度が癌組織から発生する蛍
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光の強度より高いことに基づき癌組織と正常組織とを識
別する指標であり、生体組織から発生した蛍光の強度と
この生体組織が受光した励起光の強度との比率によって
表されるが、生体組織が受光した励起光の強度は直接測
定することができないので、生体組織で反射された励起
光の強度によって生体組織が受光した励起光の強度を代
替することにより求められるものである。
【０００４】上記のように体腔内の生体組織を観察する
場合には、生体組織に照射された光が生体組織を覆って
いる粘膜等を透過し、この粘膜下の生体組織によって反
射された拡散反射光を撮像素子上に結像し撮像すること
により、生体組織を表す画像を得ているが、生体組織に
照射された光が生体組織を覆っている粘膜や血液によっ
て正反射（鏡面反射）されることにより直接撮像素子の
受光面上に入射することがあり、この撮像素子の受光面
に入射した正反射光は高い輝度の輝点として生体組織を
表す画像中に表示されて観察の妨げとなるので、このよ
うな正反射光による輝点を除去する研究が行われてい
る。具体的には、偏光フィルタを介して光の照射および
撮像を行うことにより、正反射による輝点の光量を減衰
させる方式（特公平３－７４３６７号）、生体組織の粘
膜上に液体を充填して粘膜の境界面における反射率を低
減して輝点の光量を減衰させる方式（特公平４－６５６
８４号）あるいは撮像素子の入射光路に偏光素子を挿入
しＳ偏光とＰ偏光を受けた画像を取得し、その画像から
演算処理により輝点を除去した反射像を取得する方式
（特開平５－３４０７２８）等が提案されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、偏光フ
ィルタを介して光の照射および撮像を行うことにより正
反射による輝点の光強度を減衰させる方式は、光学系に
偏向フィルターを付加し、この偏光フィルタを通して励
起光を生体組織に照射するので、励起光の強度が弱ま
り、検出される光の光量不足や色再現性が悪くなるとい
う問題が生じ、また、生体組織の粘膜上に液体を充填し
て粘膜の境界面における反射率を低減して輝点の光量を
減衰させる方式は、膀胱等の液体が充填されている生体
器官においては実現の可能性があるものの気管支や胃な
どでは現実的には実現困難であり、また、撮像素子の入
射光路に偏光素子を挿入しＳ偏光とＰ偏光を受けた画像
を取得し、その画像間の演算処理により輝点を除去する
方式は、内視鏡先端に偏光方向を制御可能な素子を実装
することが難しく実現困難である。
【０００６】本発明は、上記の事情に鑑みてなされたも
のであり、生体組織に照射された光の反射光を検出する
ことにより得られた画像に含まれる正反射光による輝点
によって他の領域の生体組織の観察が妨げられるという
悪影響を軽減した画像を取得することができる内視鏡画
像取得方法および装置を提供することを目的とするもの
である。
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【０００７】
【課題を解決するための手段】本発明の第１の内視鏡画
像取得方法は、光の照射を受けた生体組織によって反射
された前記光の反射光に基づいて反射画像を取得する内
視鏡画像取得方法であって、前記反射光を検出して得た
画像にローパスフィルタ処理を施して前記反射画像を取
得することを特徴とする。
【０００８】本発明の第２の内視鏡画像取得方法は、光
の照射を受けた生体組織によって反射された前記光の反
射光に基づいて反射画像を取得する内視鏡画像取得方法
であって、前記反射光を検出して得た画像に微分フィル
タ処理を施して該画像の中の前記光の正反射光を表す正
反射画像領域を特定し、該正反射画像領域内の画像値を
該正反射画像領域の周辺の画像値に基づいて決定した修
正値に置き換えて前記反射画像を取得することを特徴と
する。
【０００９】本発明の第３の内視鏡画像取得方法は、光
の照射を受けた生体組織によって反射された前記光の反
射光に基づいて反射画像を取得する内視鏡画像取得方法
であって、前記光の照射を２つの互いに異なる位置から
それぞれ異なるタイミングで行い、前記２つの光の照射
を受けた前記生体組織によって反射された前記２つの光
の反射光をそれぞれ画像として検出し、この検出した２
つの画像の差を求めることにより各画像中の前記光の正
反射光を表す正反射画像領域を特定し、各画像の前記正
反射画像領域内の画像値をそれぞれその正反射画像領域
の周辺の画像値に基づいて決定した修正値に置き換え、
該置き換えられた２つの画像を加算することによって前
記反射画像を取得することを特徴とする。
【００１０】本発明の第４の内視鏡画像取得方法は、光
の照射を受けた生体組織によって反射された前記光の反
射光に基づいて反射画像を取得する内視鏡画像取得方法
であって、前記光の照射を２つの互いに異なる位置から
それぞれ異なるタイミングで行い、前記２つの光の照射
を受けた前記生体組織によって反射された前記２つの光
の反射光をそれぞれ画像として検出し、この検出した２
つの画像にそれぞれローパスフィルタ処理を施し、該ロ
ーパスフィルタ処理が施された２つの画像を加算するこ
とにより前記反射画像を取得することを特徴とする。
【００１１】本発明の第１の内視鏡画像取得装置は、生
体組織に光を照射する照射手段と、前記光の照射を受け
た生体組織によって反射された前記光の反射光を画像と
して検出する検出手段と、前記画像に基づいて反射画像
を取得する画像取得手段とを備えた内視鏡画像取得装置
であって、前記画像取得手段が、前記反射光を検出して
得た画像にローパスフィルタ処理を施すことによって反
射画像を取得するものであることを特徴とする。
【００１２】前記ローパスフィルタ処理は１次元のロー
パスフィルタ処理を行うものとすることができる。
【００１３】前記ローパスフィルタ処理は、２次元のロ
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ーパスフィルタ処理を行うものとすることができる。
【００１４】本発明の第２の内視鏡画像取得装置は、生
体組織に光を照射する照射手段と、前記光の照射を受け
た生体組織によって反射された前記光の反射光を画像と
して検出する検出手段と、前記画像に基づいて反射画像
を取得する画像取得手段とを備えた内視鏡画像取得装置
であって、前記画像取得手段が、前記反射光を検出して
得た画像に微分フィルタ処理を施して該画像中の前記光
の正反射光を表す正反射画像領域を特定し、該正反射画
像領域内の画像値を該正反射画像領域の周辺の画像値に
基づいて決定した修正値に置き換えて前記反射画像を取
得するものであることを特徴とする内視鏡画像取得装
置。
【００１５】前記微分フィルタ処理は１次元の微分フィ
ルタ処理を行うものとすることができる。
【００１６】前記微分フィルタ処理は２次元の微分フィ
ルタ処理を行うものとすることができる。
【００１７】本発明の第３の内視鏡画像取得装置は、生
体組織に光を照射する照射手段と、前記光の照射を受け
た生体組織によって反射された前記光の反射光を画像と
して検出する検出手段と、前記画像に基づいて反射画像
を取得する画像取得手段とを備えた内視鏡画像取得装置
であって、前記照射手段が、前記生体組織に対して互い
に異なる位置からそれぞれ異なるタイミングで２つの光
を照射するものであり、前記検出手段が、前記２つの光
の照射を受けた前記生体組織によって反射された前記２
つの光の反射光をそれぞれの画像として検出するもので
あり、前記画像取得手段が、前記検出された２つの画像
の差を求めることにより、各画像中の前記光の正反射光
を表す正反射画像領域を特定し、各画像の前記正反射画
像領域内の画像値をそれぞれその周辺の正反射画像領域
の周辺の画像値に基づいて決定した修正値に置き換え、
該置き換えられた２つの画像を加算することによって前
記反射画像を取得するものであることを特徴とする。
【００１８】本発明の第４の内視鏡画像取得装置は、生
体組織に光を照射する照射手段と、前記光の照射を受け
た生体組織によって反射された前記光の反射光を画像と
して検出する検出手段と、前記画像に基づいて反射画像
を取得する画像取得手段とを備えた内視鏡画像取得装置
であって、前記照射手段が、前記生体組織に対して互い
に異なる位置からそれぞれ異なるタイミングで２つの光
を照射するものであり、前記検出手段が、前記２つの光
の照射を受けた前記生体組織によって反射された前記２
つの光の反射光をそれぞれの画像として検出するもので
あり、前記画像取得手段が、前記検出された２つの画像
にそれぞれローパスフィルタ処理を施し、該ローパスフ
ィルタ処理が施された２つの画像を加算することによっ
て前記反射画像を取得するものであることを特徴とす
る。
【００１９】前記生体組織に、励起光を照射する励起光
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7
照射手段と該励起光の照射を受けた生体組織から発生し
た蛍光を画像として検出する蛍光画像検出手段とをさら
に備え、前記画像取得手段は、前記蛍光画像と前記反射
画像との比率に基づき蛍光収率画像を取得するものとす
ることができる。
【００２０】前記反射画像は、前記励起光の反射光によ
って形成されたものとすることができる。
【００２１】前記反射画像は、前記照射手段によって照
射された近赤外光の反射光によって形成されたものとす
ることができる。
【００２２】前記反射画像は、前記照射手段によって照
射された赤色の波長領域の反射光によって形成されたも
のとすることができる。
【００２３】前記反射画像は、前記照射手段によって照
射された前記光の反射光に基づいて生成された輝度信号
によって形成されたものとすることができる。
【００２４】なお、前記「輝度信号」とは映像信号にお
いてＲＧＢの３原色を表す信号を組み合わせることによ
って得られる映像の輝度を表す信号を意味する。
【００２５】
【発明の効果】本発明の第１の内視鏡画像取得方法およ
び装置によれば、光の照射を受けた生体組織によって反
射された前記光の反射光に基づいて反射画像を取得する
にあたり、前記反射光を検出して得た画像に１次元また
は２次元等のローパスフィルタ処理を施すようにしたの
で、この検出された反射光に含まれる急激な輝度変化を
持つ正反射画像領域の画像値の変化度合いが緩和され、
その結果、正反射光を表す輝点によって他の領域の生体
組織の観察が妨げられるという悪影響が軽減された反射
画像を取得することができる。
【００２６】本発明の第２の内視鏡画像取得方法および
装置によれば、光の照射を受けた生体組織によって反射
された前記光の反射光に基づいて反射画像を取得するに
あたり、前記反射光を検出して得た画像に１次元または
２次元の微分フィルタ処理を施して該画像の中の前記光
の正反射光を表す正反射画像領域を特定し、該正反射画
像領域内の画像値を該正反射画像領域の周辺の画像値に
基づいて決定した修正値に置き換えるようにしたので、
この検出された反射光に含まれる極端に高い輝度を持つ
正反射光を表す領域、すなわち正反射画像領域を正確に
特定することができると共に、この正反射光の高い輝度
を表す領域の画像値が、生体組織の観察に適した周辺の
画像値と同等の値となる。その結果、正反射光を表す輝
点によって他の領域の生体組織の観察が妨げられるとい
う悪影響が軽減された反射画像を取得することができ
る。
【００２７】本発明の第３の内視鏡画像取得方法および
装置によれば、光の照射を受けた生体組織によって反射
された前記光の反射光に基づいて反射画像を取得するに
あたり、前記光の照射を２つの互いに異なる位置からそ
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れぞれ異なるタイミングで行い、前記２つの光の照射を
受けた前記生体組織によって反射された前記２つの光の
反射光をそれぞれ画像として検出し、この検出した２つ
の画像の差を求めることにより各画像中の前記光の正反
射光を表す正反射画像領域を特定し、各画像の前記正反
射画像領域内の画像値をそれぞれその正反射画像領域の
周辺の画像値に基づいて決定した修正値に置き換え、該
置き換えられた２つの画像を加算するようにしたので、
光の照射位置によって異なる領域に現われる正反射光を
表す領域、すなわち正反射画像領域を正確に特定するこ
とができると共に、この正反射光の高い輝度を表す領域
の画像値が、生体組織の観察に適した周辺の画像値と同
等の値となる。その結果、正反射光を表す輝点によっ
て、他の領域の生体組織の観察が妨げられるという悪影
響が軽減された反射画像を取得することができる。
【００２８】本発明の第４の内視鏡画像取得方法および
装置によれば、光の照射を受けた生体組織によって反射
された前記光の反射光に基づいて反射画像を取得するに
あたって、前記光の照射を２つの互いに異なる位置から
それぞれ異なるタイミングで行い、前記２つの光の照射
を受けた前記生体組織によって反射された前記２つの光
の反射光をそれぞれ画像として検出し、この検出した２
つの画像にそれぞれローパスフィルタ処理を施し、該ロ
ーパスフィルタ処理が施された２つの画像を加算するよ
うにしたので、光の照射位置によって異なる領域に現わ
れる正反射光を表す領域、すなわち正反射画像領域を正
確に特定することができると共に、この検出された反射
光に含まれる急激な輝度変化を持つ正反射画像領域の画
像値の変化度合いが緩和される。その結果、正反射光を
表す輝点によって他の領域の生体組織の観察が妨げられ
るという悪影響が軽減された反射画像を取得することが
できる。
【００２９】なお、前記生体組織に、励起光を照射する
励起光照射手段と該励起光の照射を受けた生体組織から
発生した蛍光を画像として検出する蛍光画像検出手段と
をさらに備え、前記画像取得手段を、前記蛍光画像と前
記反射画像との比率に基づき蛍光収率画像を取得するも
のとすれば、正確な蛍光収率を表す蛍光収率画像を取得
することができる。
【００３０】また、前記反射画像を、前記励起光の反射
光によって形成されたものとすれば、正確な蛍光収率を
表す蛍光収率画像を取得することができる。
【００３１】また、前記反射画像を、前記照射手段によ
って照射された赤色の波長領域の反射光または近赤外光
の反射光によって形成されたものとすれば、正確な蛍光
収率を表す蛍光収率画像を取得することができる。
【００３２】また、前記反射画像が、前記照射手段によ
って照射された前記光の反射光に基づいて生成された輝
度信号によって形成されたものとすれば、正確な蛍光収
率を表す蛍光収率画像を取得することができる。
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【００３３】
【発明の実施の形態】以下、本発明の具体的な実施の形
態について図面を用いて説明する。図１は、本発明の内
視鏡画像取得方法を実施する内視鏡画像取得装置を蛍光
内視鏡装置に適用した概略構成を示す図である。
【００３４】本発明の第１の実施の形態による蛍光内視
鏡装置８００は、白色光Ｌｗおよび波長４１０ｎｍの励
起光Ｌｅを射出する光源ユニット１００、光源ユニット
１００から射出された励起光Ｌｅを、Ａ側光ファイバ２
１ａおよびＢ側光ファイバ２１ｂを通して生体組織１に
照射し、この励起光Ｌｅの照射により生体組織１によっ
て反射された励起光による生体組織１の像を短波長撮像
素子２５によって撮像し電気的な画像信号に変換して出
力する内視鏡ユニット２００、内視鏡ユニット２００か
ら出力された画像信号を入力し雑音抑制、欠陥補正およ
び映像信号処理等のプロセス処理を施しさらにデジタル
値からなる２次元画像データに変換して出力する中継ユ
ニット３００、中継ユニット３００から出力された２次
元画像データを入力し、この２次元画像データに含まれ
る後述する正反射画像領域のデータを修正し反射画像を
得、さらに蛍光収率を表す蛍光収率画像を求める演算ユ
ニット４００および演算ユニット４００によって取得さ
れた蛍光収率画像を表示する表示器５００から構成され
ている。
【００３５】光源ユニット１００には、Ａ側光ファイバ
２１ａの端面Ａ１およびＢ側光ファイバ２１ｂの端面Ｂ
１が接続されており、白色光光源１０から射出された白
色光Ｌｗは、励起光Ｌｅの波長領域を反射し白色光Ｌｗ
の波長領域を透過するダイクロイックミラー１１に入射
する。
【００３６】なお、白色光光源１０とダイクロイックミ
ラー１１との間にはモータ１６の回転軸に回転可能に取
り付けられた図２に示すようなカラー３原色ＲＧＢの３
つのフィルタおよび遮光フィルタを備えた円盤状の回転
フィルタ１７が配置され、この回転フィルタが回転する
ことにより白色光光源１０から射出された白色光Ｌｗは
ＲＧＢの面順次照明を行う赤色光Ｌｒ、緑色光Ｌｇおよ
び青色光Ｌｂからなる面順次光Ｌｍに時分割される。
【００３７】この面順次光Ｌｍは、ダイクロイックミラ
ー１１を透過し、モータ１３の回転軸に回転可能に取り
付けられた図３に示すような光を透過する透過板１４ａ
と光を反射する反射板１４ｂとが交互に配設され一体化
された回転反射透過板１４によって２つの光路に分岐さ
れ、透過板１４ａを透過した面順次光Ｌｍは集光レンズ
１２ａによって集光され端面Ａ１に入射し、射板１４ｂ
によって反射された面順次光Ｌｍは、さらに反射ミラー
１５によって反射され集光レンズ１２ｂによって集光さ
れ端面Ｂ１に入射する。
【００３８】また、励起光光源１８から射出された励起
光Ｌｅは、反射ミラー１９によって反射され、さらにダ
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イクロイックミラー１１によって反射されて回転反射透
過板１４に入射し上記と同様に２つの光路に分岐されて
端面Ａ１および端面Ｂ１にそれぞれ異なるタイミングで
入射する。
【００３９】内視鏡ユニット２００は、屈曲自在な先端
部２０１と、光源ユニット１００および中継ユニット３
００が接続された操作部２０２とから構成され、Ａ側光
ファイバ２１ａおよびＢ側光ファイバ２１ｂが操作部２
０２から先端部２０１に亘って施設されている。
【００４０】Ａ側光ファイバ２１ａとＡ側照射レンズ２
２ａとはＡチャンネルを構成し、Ａ側光ファイバ２１ａ
の端面Ａ１に入射した面順次光Ｌｍおよび励起光Ｌｅ
は、Ａ側光ファイバ２１ａ内を伝搬してその端面Ａ２か
ら射出されＡ側照射レンズ２２ａを通して生体組織１に
照射される。一方、Ｂ側光ファイバ２１ｂとＢ側照射レ
ンズ２２ｂとはＢチャンネルを構成し、Ｂ側光ファイバ
２１ｂの端面Ｂ１に入射した面順次光Ｌｍおよび励起光
Ｌｅは、Ｂ側光ファイバ２１ｂ内を伝搬してその端面Ｂ
２から射出されＢ側照射レンズ２２ｂを通して生体組織
１に照射される。
【００４１】励起光Ｌｅの照射により生体組織１によっ
て反射された励起光による生体組織１の像（以後励起光
像Ｚｅと呼ぶ）は、先端部２０１に配設された対物レン
ズ２３を通して４１０ｎｍの波長の光を透過し４１０ｎ
ｍを越える波長の光を反射するダイクロイックキューブ
ビームスプリッタ２４に入射し、さらにその内部を透過
して短波長撮像素子２５上に結像され撮像されて電気的
な画像信号に変換されケーブル２７によって中継ユニッ
ト３００に伝送される。
【００４２】励起光Ｌｅの照射により生体組織１から発
生した蛍光による生体組織１の像（以後蛍光像Ｚｋと呼
ぶ）およびＲＧＢの面順次光Ｌｍの照射により生体組織
１によって反射された生体組織１の像（以後面順次光像
Ｚｍと呼ぶ）は、それぞれ異なるタイミングで対物レン
ズ２３に入射し、ダイクロイックキューブビームスプリ
ッタ２４によってその光路は略直角に向きを変えられて
長波長撮像素子２６上に結像され撮像されて電気的な画
像信号に変換されケーブル２８によって中継ユニット３
００に伝送される。
【００４３】なお、上記面順次光像Ｚｍは、ＲＧＢの面
順次光である赤色光Ｌｒ、緑色光Ｌｇおよび青色光Ｌｂ
の照射により生体組織１によって反射された生体組織１
のそれぞれの像である赤色光像Ｚｒ、緑色光像Ｚｇおよ
び青色光像Ｚｂの３つの像をまとめて指すものである。
【００４４】中継ユニット３００には、内視鏡ユニット
２００からケーブル２７、２８によって伝送された画像
信号を入力し雑音抑制、欠陥補正および映像信号処理等
のプロセス処理を行うプロセス回路部３１およびプロセ
ス処理が施された画像信号をＡ／Ｄ変換し２次元画像デ
ータとして出力するＡ／Ｄ変換器３２が配設されてい
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る。
【００４５】演算ユニット４００は、中継ユニット３０
０によって２次元画像データに変換された蛍光像Ｚｋの
加算処理を行う蛍光画像処理部４４０、２次元画像デー
タに変換された励起光像Ｚｅに含まれる正反射光による
輝点を除去する画像処理を行う励起光画像処理部４５
０、および２次元画像データに変換された面順次光像Ｚ
ｍに含まれる正反射光による輝点を除去する画像処理を
行う面順次光画像処理部４６０から構成されている。
【００４６】蛍光画像処理部４４０によって処理された
２次元画像データと励起光画像処理部４５０によって処
理された２次元画像データとは蛍光収率演算器７０に入
力され、蛍光収率を求める演算が施されてその結果は蛍
光収率画像データとして蛍光収率画像メモリ８０に記憶
される。蛍光収率画像メモリ８０に記憶された蛍光収率
画像データと、面順次光画像処理部４６０から出力され
た反射画像を表す反射面順次光画像データとは、共に表
示信号処理回路９０に入力され、それぞれの２次元画像
データは表示信号に変換され表示器５００に伝送されて
表示される。
【００４７】次に、上記の実施の形態における作用につ
いて説明する。まず始めにＡチャンネルおよびＢチャン
ネルから照射される光のタイミングについて説明する。
白色光光源１０は常に点灯されており、白色光光源１０
から射出された光は回転フィルタ１７を透過することに
より図４に示すように面順次光として赤色光Ｌｒ、緑色
光Ｌｇ、青色光Ｌｂに順次分離されダイクロイックミラ
ー１１を透過する。そして、さらに回転フィルタ１７が
回転すると遮光フィルタによって光が遮光され回転フィ
ルタ１７の回転による１サイクルが終了する。一方、遮
光フィルタにより白色光Ｌｗが遮光されている間に励起
光光源１８が点灯し励起光Ｌｅが射出されダイクロイッ
クミラー１１によって反射され、励起光Ｌｅは、赤色光
Ｌｒ、緑色光Ｌｇおよび青色光Ｌｂと共通の光路に互い
に異なるタイミングで伝搬される。
【００４８】つづいて、共通の光路を異なるタイミング
で伝搬する赤色光Ｌｒ、緑色光Ｌｇ、青色光Ｌｂおよび
励起光Ｌｅは、回転フィルタ１７に同期して回転してい
る回転反射透過板１４によってさらに２つの光路に分離
されて図４に示すようなタイミングでそれぞれＡチャン
ネルの端面Ａ１およびＢチャンネルの端面Ｂ１に入射す
る。従って、ＡチャンネルとＢチャンネルとから交互に
同じ波長領域の光が生体組織１に向けて照射される１対
の動作が繰り返され、さらにその照射される光の波長領
域が順次変更される。
【００４９】次に、ＡチャンネルおよびＢチャンネルを
通して各波長領域の光が照射され、生体組織１が撮像さ
れて２次元画像データに変換され、さらに画像処理が施
される場合について説明する。
【００５０】励起光ＬｅをＡチャンネルから照射するこ
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とにより生体組織１から発生した蛍光によるＡ側蛍光像
Ｚｋａは、対物レンズ２３およびダイクロイックキュー
ブビームスプリッタ２４を介して長波長撮像素子２６に
よって撮像され中継ユニット３００を介して蛍光画像処
理部４４０のＡ側蛍光画像メモリ４１ａにＡ側蛍光画像
データＤｋａとして記憶される。一方、励起光ＬｅをＢ
チャンネルから照射し上記と同様のプロセスによって得
られたＢ側蛍光画像データＤｋｂは蛍光画像処理部４４
０のＢ側蛍光画像メモリ４１ｂに記憶される。
【００５１】励起光ＬｅをＡチャンネルから照射するこ
とにより形成された生体組織１のＡ側励起光像Ｚｅａ
は、対物レンズ２３およびダイクロイックキューブビー
ムスプリッタ２４を介して短波長撮像素子２５によって
撮像され中継ユニット３００を介して励起光画像処理部
４５０のＡ側励起光画像メモリ５１ａにＡ側励起光画像
データＤｅａとして記憶される。一方、励起光ＬｅをＢ
チャンネルから照射することにより上記と同様に得られ
たＢ側励起光画像データＤｅｂは励起光画像処理部４５
０のＢ側励起光画像メモリ５１ｂに記憶される。
【００５２】ＲＧＢの面順次光ＬｍをＡチャンネルから
照射することにより形成された生体組織１のＡ側面順次
光像Ｚｍａは、対物レンズ２３およびダイクロイックキ
ューブビームスプリッタ２４を介して長波長撮像素子２
６によって撮像され中継ユニット３００を介して面順次
光画像処理部４６０のＡ側面順次光メモリ６１ａにＡ側
面順次光画像データＤｍａ（Ａ側赤色光画像データＤｒ
ａ、Ａ側緑色光画像データＤｇａおよびＡ側青色光画像
データＤｂａ）として記憶される。一方ＲＧＢの面順次
光ＬｍをＢチャンネルから照射することにより生じた生
体組織１のＢ側面順次光像Ｚｍｂは、上記Ａチャンネル
と同様のプロセスを経てＢ側面順次光メモリ６１ｂに記
憶される。
【００５３】蛍光画像処理部４４０においては、Ａ側蛍
光画像メモリ４１ａに記憶されたＡ側蛍光画像データＤ
ｋａおよびＢ側蛍光画像メモリ４１ｂに記憶されたＢ側
蛍光画像データＤｋｂは加算器４２に入力され、それぞ
れの画像データの値は対応する各画素位置毎に加算され
その結果は蛍光画像データＤｋとして蛍光画像メモリ４
３に記憶される。
【００５４】励起光画像処理部４５０においては、Ａ側
励起光画像メモリ５１ａに記憶されたＡ側励起光画像デ
ータＤｅａは、ローパスフィルタ５２によってローパス
フィルタ処理が施され、微分フィルタ５３によって微分
フィルタ処理が施されてさらに置換処理器５４によって
置換処理が施され加算器５５に入力される。一方、Ｂ側
励起光画像メモリ５１ｂに記憶されたＢ側励起光画像デ
ータＤｅｂも上記と同様の処理が施され加算器５５に入
力される。加算器に入力された上記Ａチャンネルおよび
Ｂチャンネルから得られた２次元画像データの値は対応
する各画素位置毎に加算され反射励起光画像データＤｅ
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として励起光画像メモリ５６に記憶される。
【００５５】面順次光画像処理部４６０においても、上
記励起光画像処理部４５０と同様にＡ側面順次光画像メ
モリ６１ａに記憶されたＡ側面順次光画像データＤｍａ
は、ローパスフィルタ６２によってローパスフィルタ処
理が施され、微分フィルタ６３によって微分フィルタ処
理が施されてさらに置換処理器６４によって置換処理が
施され加算器６５に入力される。一方、Ｂ側面順次光画
像メモリ６１ｂに記憶されたＢ側面順次光画像データＤ
ｍｂも上記と同様の処理が施され加算器６５に入力され
る。加算器に入力された上記ＡチャンネルおよびＢチャ
ンネルの２次元画像データの値は対応する各画素位置毎
に加算され反射面順次光画像データＤｍとして面順次光
画像メモリ６６に記憶される。
【００５６】蛍光画像メモリ４３に記憶された蛍光画像
データＤｋと励起光画像メモリ５６に記憶された反射励
起光画像データＤｅとは蛍光収率演算器７０に入力さ
れ、蛍光収率を表す蛍光収率画像データＤｋｓが求めら
れる。すなわち、Ｄｋｓ＝Ｄｋ／Ｄｅの演算が各画素位
置毎に施され、蛍光収率画像データＤｋｓが算出されて
その結果は蛍光収率画像メモリ８０に記憶される。
【００５７】次に、面順次光画像メモリ６６に記憶され
た反射面順次光画像データＤｍおよび蛍光収率画像メモ
リ８０に記憶された蛍光収率画像データＤｋｓは表示信
号処理回路９０に入力され、表示信号処理回路９０によ
ってこれらの２次元画像データは表示信号に変換され反
射面順次光画像および蛍光収率画像として表示器５００
に同時に表示される。
【００５８】ここで、励起光画像処理部４５０で施され
る処理の詳細について説明する。Ａ側励起光画像メモリ
５１ａに記憶されたＡ側励起光画像データＤｅａが担持
する画像は、図５に示すようにＡチャンネルから照射さ
れた照射光が生体組織１によって正反射された光を短波
長撮像素子２５が受光したために生じた大きな輝点Ｐａ
１および小さな輝点Ｐａ２と、Ａチャンネルから照射さ
れた照射光が生体組織１によって散乱反射された光を短
波長撮像素子２５が受光することにより得られた生体組
織１の形状を表す領域とから構成されている。
【００５９】これらの輝点を含む２次元画像データにロ
ーパスフィルタ５２によってローパスフィルタ処理を施
すと、具体的には図６に示すようにこの２次元画像デー
タに５×５の移動平均オペレータによるローパスフィル
タ処理を施すと、小さな輝点Ｐａ２の領域は散乱反射に
よって得られた周辺の領域と同等の値となり除去される
が、低周波からなる大きな輝点Ｐａ１は除去することが
できない。そこで、次に微分フィルタ５３によって大き
な輝点Ｐａ１の境界領域の急峻な立ち上がりを検出し、
その領域を特定する。すなわち、図７に示す３×３の微
分オペレータによる微分処理を大きな輝点Ｐａ１を含む
２次元画像データに施し、予め設定された閾値を越える
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領域を正反射画像領域として特定する。そしてこの特定
された正反射画像領域の位置データおよびローパスフィ
ルタ処理が施された２次元画像データは置換処理器５４
に入力され、図８に示すようにこの特定された輝点Ｐａ
１を表す正反射画像領域の周辺の領域Ｑａ１の画像値の
平均値を、この正反射画像領域の画像値と置き換える置
換処理が施される。
【００６０】一方、Ｂ側励起光画像メモリ５１ｂに記憶
されたＢ側励起光画像データＤｅｂも上記Ａ側励起光画
像データＤｅａとほぼ同様の画像を担持しており上記Ａ
チャンネルと同様に正反射光による輝点を除去するため
のローパスフィルタ処理、微分処理および置換処理が施
される。
【００６１】なお、生体組織１を撮像する光学系の光路
は、Ａチャンネルから光が照射された場合もＢチャンネ
ルから光が照射された場合も共に共通なので、図９
（ａ）、（ｂ）に示すように散乱反射光によって得られ
る両者の画像は一致し、Ａチャンネルから光が照射され
た場合の正反射光による輝点ｖ１、ｖ２、ｖ３とＢチャ
ンネルから光が照射された場合の正反射光による輝点ｗ
１、ｗ２、ｗ３との位置だけがそれぞれの画像によって
異なるので、上記置換処理が施されたＡチャンネルおよ
びＢチャンネルの２つの２次元画像データは加算器５６
に入力され加算され平均化されて、正反射光による輝点
の影響はさらに軽減される。そして、この輝点の影響が
軽減された２次元画像データは反射励起光画像データＤ
ｒとして励起光画像メモリ５６に入力され記憶される。
【００６２】なお上記画像処理の過程は面順次光画像処
理部４６０においても同様であり、面順次光画像処理部
４６０に入力されたＡ側面順次光画像データＤｍａおよ
びＢ側面順次光画像データＤｍｂに対しても輝点を除去
するローパスフィルタ処理、微分処理、置換処理および
加算処理が施され、これらの処理が施された２次元画像
データは反射面順次光画像データＤｍとして面順次光画
像メモリ６６に入力され記憶される。
【００６３】このような正反射画像領域の処理により、
最終的に表示される反射面順次光画像（反射画像）およ
び蛍光収率画像による生体組織の観察が正反射光による
輝点の影響によって妨げられるという悪影響が軽減さ
れ、より正確に生体の組織性状を観察することができ
る。
【００６４】本発明の第２の実施の形態は、図１０に示
すように演算ユニット６００に、蛍光画像処理部６１
０、励起光画像処理部６２０、面順次光画像処理部６３
０、蛍光収率演算器６４０、蛍光収率メモリ６５０およ
び表示信号処理回路６６０が配置され、その他の構成お
よび作用は第１の実施の形態と同じものである。
【００６５】第１の実施の形態と同様に、Ａチャンネル
とＢチャンネルとから励起光Ｌｅの照射を受けた生体組
織１から発生した蛍光によって形成された生体組織１の
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蛍光像、ＡチャンネルとＢチャンネルとから励起光Ｌｅ
の照射を受けた生体組織１によって反射された反射励起
光によって形成された生体組織１の励起光像、およびＡ
チャンネルとＢチャンネルとから面順次光Ｌｍの照射を
受けた生体組織１によって反射された反射面順次光によ
って形成された生体組織１の面順次光像は、それぞれ撮
像され画像信号に変換されＡ／Ｄ変換されて２次元画像
データとして演算ユニット６００に出力される。
【００６６】演算ユニット６００に入力されたＡ側蛍光
画像データＤｋａおよびＢ側蛍光画像データＤｋｂは、
蛍光画像処理部６１０のＡ側蛍光画像メモリ６１１ａお
よびＢ側蛍光画像メモリ６１１ｂに記憶され、演算ユニ
ット６００に入力されたＡ側励起光画像データＤｅａお
よびＢ側励起光画像データＤｅｂは励起光画像処理部６
２０のＡ側励起光画像メモリ６２１ａおよびＢ側励起光
画像メモリ６２１ｂに記憶され、演算ユニット６００に
入力されたＡ側面順次光画像データＤｍａおよびＢ側面
順次光画像データＤｍｂは面順次光画像処理部６３０の
Ａ側面順次光画像メモリ６３１ａおよびＢ側面順次光画
像メモリ６３１ｂに記憶される。
【００６７】蛍光画像処理部６１０において、Ａ側蛍光
画像メモリ６１１ａに記憶されたＡ側蛍光画像データＤ
ｋａおよびＢ側蛍光画像メモリ６１１ｂに記憶されたＢ
側蛍光画像データＤｋｂは加算器６１２に入力され、そ
れぞれの画像データの値は対応する各画素位置毎に加算
され蛍光画像データＤｋとして蛍光画像メモリ６１３に
記憶される。
【００６８】励起光画像処理部６２０において、Ａ側励
起光画像メモリ６２１ａに記憶されたＡ側励起光画像デ
ータＤｅａおよびＢ側励起光画像メモリ６２１ｂに記憶
されたＢ側励起光画像データＤｅｂは減算器６２２に入
力されＡ側励起光画像データＤｅａからＢ側励起光画像
データＤｅｂが減算され、この減算の結果得られた２次
元画像データの画像値が減算器６２２に予め入力され記
憶されている正の閾値Ｇａより大きくなった領域および
負の閾値Ｇｂより小さくなった領域は、それぞれ正反射
画像領域データＤｓｚおよびＤｆｚとして正反射画像領
域メモリ６２３ａおよび６２３ｂに出力され記憶され
る。
【００６９】すなわち、図１１（ａ）、（ｂ）に示すよ
うに、Ａ側励起光画像データＤｅａの中に含まれる正反
射光による輝点に対応する領域Ｕａの画像値（図１１
（ａ）参照）、およびＢ側励起光画像データＤｅｂのの
中に含まれる正反射光による輝点に対応する領域Ｕｂの
画像値（図１１（ｂ）参照）は拡散反射光のみに基づき
形成された他の領域の画像値に比べて極端に大きな値を
持ち、Ａ側励起光画像データＤｅａの値からＢ側励起光
画像データＤｅｂの値を減じると図１２に示すように、
領域Ｕａの画像値は極端に大きな正の値となり、領域Ｕ
ｂの画像値は極端に小さな負の値となって、その他の拡
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散反射光のみに基づき形成された領域はＡチャンネルか
らの励起光Ｌｅの照射およびＢチャンネルからの励起光
Ｌｅの照射によって得られる画像値にほとんど差が無い
ので０に近い値となる。従って、Ａチャンネルから照射
された励起光による輝点の領域およびＢチャンネルから
照射された励起光による輝点の領域は、閾値Ｇａと閾値
Ｇｂとの間に挟まれる範囲外の値となり、正反射画像領
域として特定され、Ａチャンネルから照射された励起光
による輝点の領域Ｕａは正反射画像領域データＤｓｚと
して正反射画像領域メモリ６２３ａに記憶され、Ｂチャ
ンネルから照射された励起光による輝点の領域Ｕｂは正
反射画像領域データＤｆｚとして正反射画像領域メモリ
６２３ｂに記憶される。
【００７０】つづいて、正反射画像領域メモリ６２３ａ
に記憶された正反射画像領域データＤｓｚとＡ側励起光
画像メモリ６２１ａにすでに記憶されているＡ側励起光
画像データＤｅａとは置換処理器６２４ａに入力され、
正反射画像領域として特定された領域は周辺の領域の画
像値の平均値によって置換され加算器６２５に出力され
る。一方、正反射画像領域メモリ６２３ｂに記憶された
正反射画像領域データＤｆｚとＢ側励起光画像メモリ６
２１ｂにすでに記憶されているＢ側励起光画像データＤ
ｅｂとは置換処理器６２４ｂに入力され、上記と同様に
正反射画像領域として特定された領域は周辺の領域の画
像値の平均値によって置換され加算器６２５に出力され
る。加算器６２５に入力された上記２つの２次元画像デ
ータは加算されることにより平均化され、さらに輝点の
影響が軽減された２次元画像データとなり、反射励起光
画像データＤｅとして励起光画像メモリ６２６に出力さ
れ記憶される。
【００７１】励起光画像メモリ６２６に記憶された反射
励起光画像データＤｅと蛍光画像メモリ６１３に記憶さ
れた蛍光画像データＤｋとは蛍光収率演算器６４０に入
力され演算されて蛍光収率画像データＤｋｓが求めら
れ、すなわち、Ｄｋｓ＝Ｄｋ／Ｄｅの演算が施され蛍光
収率画像メモリ６５０に記憶される。
【００７２】面順次光画像処理部６３０においても励起
光画像処理部６２０と同様に、面順次光による輝点を除
く処理が施された２次元画像データが求められ、そのデ
ータは反射面順次光画像データＤｍとして面順次光画像
メモリ６３６に記憶される。
【００７３】面順次光画像メモリ６３６に記憶された反
射面順次光画像データＤｍおよび蛍光収率画像メモリ６
５０に記憶された蛍光収率画像データＤｋｓは表示信号
処理回路６６０に入力され表示信号に変換されて、反射
画像および蛍光収率画像として表示器６７０によって同
時に表示される。
【００７４】なお、前記置換処理は、正反射画像領域を
周辺の領域の画像値の平均値によって置換する処理に限
らず、この領域を周辺の領域の画像値で外挿したり内挿
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17
したりすることによって補間する処理等に変更すること
もできる。
【００７５】また、ローパスフィルタおよび微分フィル
タによる処理は１次元のフィルタ処理であってもよい。
【００７６】また、ローパスフィルタのオペレータは、
移動平均のオペレータに限らずガウス平均のオペレータ
等であってもよい。
【００７７】また、蛍光収率は、蛍光像Ｚｋに基づく２
次元画像データと励起光像Ｚｅに基づく２次元画像デー
タとに基づいて求める方式に限らず、励起光像Ｚｅの代
わりに、ＲＧＢの面順次光像Ｚｍの赤色光像Ｚｒを用い
て蛍光収率を得たり、ＲＧＢの面順次光像Ｚｍの加減算
によって求まる映像信号の輝度信号に相当する２次元画
像データを用いて蛍光収率を得たり、近赤外光の照射に
よって生じた近赤外光像に基づいて蛍光収率を得たりす
ることができる。なお、近赤外光像を得るには、白色光
をＲＧＢの３原色に分離する回転フィルタに近赤外の波
長領域の光のみを透過させるフィルタを付加した図１３
に示すような回転フィルタを用い、白色光を赤色光、緑
色光、青色光および近赤外光に分離することにより近赤
外光を得、この近赤外光を生体組織１に照射することに
より近赤外光像に基づく２次元画像データを得ることが
できる。
【００７８】また、上記短波長撮像素子２５および長波
長撮像素子２６は、高い量子効率を持ち、かつ可視光の
短波長領域にも高い感度を有する裏面入射型ＣＣＤを用
いることが好ましく、その場合には、１つの撮像素子に
よって蛍光像Ｚｋ、面順次光像Ｚｍおよび励起光像Ｚｅ
とを撮像することができる。この場合、蛍光像Ｚｋの光
強度は非常に微弱であるので裏面入射型ＣＣＤの受光感
度およびダイナミックレンジ等の特性に合わせて生体組
織１を照射する励起光Ｌｅおよび面順次光Ｌｍの強度、
各フィルタの透過率および撮像するときの露光時間等が
適切に調整される必要がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態による蛍光内視鏡装
置の概略構成図
【図２】回転反射透過板の詳細を示す図
【図３】回転フィルタの構造を示す図
【図４】照射光のタイミングチャート図
【図５】蛍光内視鏡装置によって撮像される生体組織を
示す図
【図６】移動平均フィルタを示す図
【図７】微分フィルタを示す図
【図８】輝点とその周辺の領域を示す図
【図９】ＡおよびＢチャンネルから照射された光によっ
て撮像された生体組織の図
【図１０】本発明の第２実施の形態による演算ユニット
の概略構成を示す図
【図１１】２次元画像データの各画素の値を示す図
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【図１２】減算された２次元画像データの各画素の値を
示す図
【図１３】近赤外光を透過させるフィルタを付加した回
転フィルタの構造を示す図
【符号の説明】
１    生体組織
１０    白色光光源
１１    ダイクロイックミラー
１２ａ    集光レンズ
１２ｂ    集光レンズ
１３    モータ
１４    回転反射透過板
１４ａ    透過板
１４ｂ    反射板
１５    反射ミラー
１６    モータ
１７    回転フィルタ
１８    励起光光源
１９    反射ミラー
２１ａ    Ａ側光ファイバ
２１ｂ    Ｂ側光ファイバ
２２ａ    Ａ側照射レンズ
２２ｂ    Ｂ側照射レンズ
２３    対物レンズ
２４    ダイクロイックキューブビームスプリッタ
２５    短波長撮像素子
２６    長波長撮像素子
２７    ケーブル
２８    ケーブル
３１    プロセス回路部
３２    Ａ／Ｄ変換器
７０    蛍光収率演算器
９０    表示信号処理回路
１００    光源ユニット
２００    内視鏡ユニット
２０１    屈曲自在な先端部
２０２    操作部
３００    中継ユニット
４００    演算ユニット
４４０    蛍光画像処理部
４５０    励起光画像処理部
４６０    面順次光画像処理部
５００    表示器
８００    蛍光内視鏡装置
Ａ１    端面
Ｂ１    端面
Ｌｅ    励起光
Ｌｗ    白色光
Ｌｒ    赤色光
Ｌｇ    緑色光
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Ｌｂ    青色光
Ｌｍ    面順次光
Ｚｅ    励起光像 *

20
*Ｚｋ    蛍光像
Ｚｍ    面順次光像

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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